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１．はじめに 

ＪＲ東日本の盛土式ホームドアは、ホーム土中の

杭頭部に横桁を取付け、穴あき PC 板による桁を架設

し、この PC 板下の盛土を掘削してケーブル配線ルー

トの空間を確保する。ホームドア機器本体は固定鋼

板を介して、貫通ボルトにより穴あき PC 板に固定さ

せる構造である（図－1・写真－1）。この盛土式ホー

ムドア設置工事は施工延長も長く多額のコストを要

している。 

本稿では盛土式ホームドア設置工事のコスト削

減・工程短縮を目的に開発した新しい基礎構造につ

いて概説する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．盛土式ホームにおける基礎構造の課題  

山手線以降の盛土式ホームドア設置工事は、本体

機器形状変更のため、これに対応した本体機器固定

基礎の極小化、杭基礎間隔の拡大化を必要とした。

しかし、新しい基礎構造の開発には以下のような課

題がある。 

(1)穴あきＰＣ板と補強鋼板の固定作業 

従来の穴あきＰＣ板(L=3.0m・厚 100mm)は、ホーム

ドア荷重を支持する構造ではなく、補強鋼板(510×

16×750)に貫通ボルト用穴削孔(φ25･1,450 箇所/

駅)を行い、貫通ボルト(φ16･6 箇所/枚)により穴あ

きＰＣ板に補強綱板の固定作業が必要である。 

(2)ｹｰﾌﾞﾙ敷設用設備の簡略化と敷設空間の狭小化 

 横桁間でのケーブル敷設空間は、ＰＣ板下盛土部

を掘削し土留用縦鋼板で確保する。また、横桁下で

は嵩上げ桁にてケーブル敷設するため、ケーブル敷

設用設備の簡略化と空間狭小化を必要とした（図－

2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．新たな本体機器形状に特化した基礎構造の開発 

(1) 新たなＰＣ板（Ｌ=5.0m・幅 700）の開発 

新たなＰＣ板（以下、「Ｚスラブ 700」）の開発は以

下の内容である（図－3）。 

①ホームドアへの高欄推力（2.5kN/m）に対し、強軸

方向のＰＣ鋼線に加え弱軸方向に鉄筋を配置して、

ＰＣ板耐力の向上を図る構造とした。 

②ＰＣ板の板幅を狭小化し、幅 0.70m とした。 

③ＰＣ板の固定方法をホーム床側からフラットバー

で端部固定する方法とした。 
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図－2 ケーブル敷設用断面図 

図－3 Ｚスラブ板 700 の配筋図 

ｹｰﾌﾞﾙ敷設用設備工種

   と穴あきＰＣ板 

 

図－1 盛土式ホームの断面
写真－1 補強鋼板 
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この開発の結果、以下の成果を確認した。 

①耐力向上のため、機器固定基礎の極小化（φ230）

が可能となった(写真－2)。また補強鋼板と貫通ボ

ルト用の穴削孔も不要となった。 

②重量軽減化（1.80t/1 枚⇒1.26t/1 枚）に繋がり、

具体的形状は、幅 0.70m、厚さ 100・120・150 ㎜と

し、3.0～5.0m の各スパンに対応可能である。 

③固定方法はホーム床側からとし、現場削孔や下側

からの溶接不要で、全てホーム床側からの作業可

能とした(図－4・写真－3)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）ケーブル敷設用設備の簡略化と狭小化 

 ケーブル設備の簡略化と狭小化は以下の方法で対

応した。 

①土留材とケーブルラック機能を併せ持った樹脂製

L型トラフをＺスラブ 700 下に設置して、直接ケー

ブルを敷設する方法とした。 

②横桁の腹板にスリーブ穴加工（φ100×2）し、ケ

ーブル高さを同一配線とした。 

このような対応をした結果、以下の成果を確認した。 

①土留用縦鋼板（2段分）、基礎砕石及び嵩上げ桁等

を不要とし、Ｚスラブ 700 下の石積撤去や土砂の

掘削量を半分程度に削減した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②機械施工のケーブルラック設置を不要とし、配線

高さを合わせたことで、ケーブルの負荷軽減と余

長削減に繋がった（図－5・写真－4）。 

４．Ｚスラブ 700 の水平荷重に対する検証 

 前回のコンクリート床板（Ｚスラブ）の開発時点

では、段差有り 1.0m 幅で水平載荷試験により設計荷

重に対する安全性を確認したが、今回、Ｚスラブ 700

で設計荷重・ひび割れ発生荷重・最大荷重作用時の

荷重―変位関係を確認するため、写真－5の装置によ

り、水平載荷試験を実施した。その結果、図－6のと

おり 1.0m 幅（33.3kN）と比較して同程度の最大荷重

値であり、安定的な挙動を確認した。 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．今後の盛土式ホーム基礎構造への対応結果 

固定基礎の極小化に対応したＺスラブ 700、ケーブ

ル敷設空間の狭小化に対応した樹脂トラフ等の開発

により､20％程度のコスト削減と工程短縮を見込ん

でおり、今後の盛土式ホーム基礎構造への対応が出

来たと考える。 

６．おわりに 

今回開発した盛土式ホーム基礎構造は、更に多く

の駅改良工事の施工においても応用できるよう、改

良を継続していく。                  
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写真－2  Ｚスラブ板 700 と固定基礎 

写真－5 水平載荷試験 
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図－5 ケーブル敷設用断面図 

▽設計荷重（正）：12.6kN

 ⇒高欄推力作用時 

▽設計荷重（負）：10.2kN 

 ⇒風荷重作用時の基部発生 

  モーメントと等価な荷重 

写真－3 高ナットボルト固定

写真－4 樹脂製L型トラフ

セ パ レ ー タ 

φ230×30・Ｍ30×250 

図－6 荷重―変位曲線 

図－4 横桁との固定方法 
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